
土木工事部門

推薦理由

完成年月日

153,733,680

総括監督員

主任監督員

監督員

推薦公所

代表者

85

施工数量　N=1.0基
作業土工　N=1.0式
場所打杭工（φ1200mm、L=51m）　N=10.0本
橋台躯体工（A1橋台）　N=1.0式
法覆護岸工　A=65.0m2
仮締切工（圧入・引抜き）　N=1.0式

佐藤　尚武
佐藤　慎
長尾　紀幸

東青地域県民局

平成28年7月15日
概　　要

株式会社大坂組

大坂　憲一
代表取締役社長

点
円

優良技術者表彰

請負額

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

地域整備部

工　事　名 3･4･3号蜆貝八重田線道路改築工事
青森市奥野三丁目外地内

評定点

主任（監理）技術者 白取　弘志

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成27年8月6日～平成28年7月29日

　 本工事は、都市計画道路3･4･3号蜆貝八重田線（主要地方道青森田代十和田線）にある筒井橋のA1橋台を施工した
ものである。近隣には、小学校、中学校、高校の教育施設や、青い森鉄道筒井駅が存在し、車両のほか歩行者、自転車
の交通量が非常に多い箇所であった。また、必要最低限の幅員とした仮橋（迂回路）を通行させているため、交通のボト
ルネックとなり、安全確保が重要な課題であった。
　 本工事では、歩道にフェンスを設置したほか、撤去された照明灯の代わりに仮橋にソーラー式照明を設置した。また、
冬期間の歩行空間を確保するための除雪ボランティアを行ったほか、隣接工事との調整、地域住民や学校、道路占用
事業者等の多様な関係者と積極的にコミュニケーションを図ったことで苦情が一切無く、無事故で工事を完遂した。
　 以上のように、品質出来栄えが優れ、特に「工事の安全管理への取り組みに顕著な成果をあげたもの」に該当するこ
とから、優良工事と認められたものである。
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迂回路(車歩道)

仮設照明の設置

歩行空間の安全確保

定期的な除雪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

橋台の品質向上
（誘発目地）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの受け入れ

住民等とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ベンチと工事説明の設置
工事の見える化

受賞コメント
　この度、栄誉ある県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうござい

ます。今回の受賞は、本工事においてご指導いただきました監督職

員の皆様、並びにご協力頂いた関係各位の皆様のお力添えが有っ

ての事と思い深く感謝いたします。

　今後ともこの受賞を励みに、より一層安全及び品質面の改善と向

上に努め、地域社会の発展に貢献して参りたいと思いますので、今

後ともご指導・ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。 代表取締役社長

大坂 憲一

監理技術者

白取 弘志
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土木工事部門

推薦理由

完成年月日

55,447,200

総括監督員

主任監督員

監督員

推薦公所

代表者

89

施工延長　　  　　　L=172.2m
排水構造物工　　  L=107.2m
舗装工　　　　　　　 A=2,880.0㎡
縁石工　　　　　　　 L=258.0m
道路付属物工　　　N=1式
区画線工   　 　　　L=6,820.0m

中谷　昌弘
根川　徹
花牟礼　茂人

中南地域県民局

平成29年3月22日
概　　要

㈱佐藤惣建設　（弘前市大字末広2丁目1-1）

佐藤　隆
代表取締役

点
円

優良技術者表彰

請負額

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

地域整備部

工　事　名 ３・３・３下白銀町福田線道路改築(改良・舗装)工事
弘前市大字高崎2丁目　地内

評定点

主任（監理）技術者 三上文延

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成28年2月3日～平成29年3月25日

 　本工事は日交通量10,000台を超える市街地における幹線道路の道路拡幅工事である。平成29年度早期の供用開始
に向けて事業区間全体の交通安全対策工事を追加したことなどから、工期は1年を超えた。事業区間全体の事故防止
対策や、長期間に及ぶ夜間施工などが要求され、現場管理は困難を極めた。
　 その様な状況の中、ソーラー工事灯や高輝度反射板など、多様な保安施設を用いて事故防止に努めた。施工におい
ては、分解促進型タックコートやコンクリート2次製品を活用し効率的な施工を行った。また、事業区間全体における道路
清掃活動や除草活動を積極的に行ない、地元新聞からもその活動が評価された。
 　以上の取り組みから、特に「工事成績評定が優れているもの」に該当することから、優良工事と認められたものであ
る。

工事写真等

事業区間の清掃活動 陸奥新報 新聞記事

歩道部における保安施設設置状況

プレキャスト基礎版を利用した排水構造物基礎工分解促進型タックコートの散布

完成 進入口における保安施設設置状況 夜間施工時における保安施設設置状況

受賞コメント

　このたび、栄えある県土整備部優良工事表彰を賜り、ご指導・ご協
力をいただいた関係各位に、心から感謝と御礼申し上げます。今後
ともこの受賞を励みとし更なる『施工品質の向上・地域社会への貢
献』を目指し、皆様に貢献できるよう精進を重ね邁進して参ります。

代表取締役

佐藤 隆

主任技術者

三上 文延
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土木工事部門

  八戸環状線は八戸市の主要工業団地と高速道路IC、八戸駅及び港湾施設等の交通結節点を結ぶ幹線道路である。
当該工区（天久岱Ⅰ期工区L=1.0km）は八戸北インター工業団地内の4車線道路を新設するもので、本工事は、このう
ち、L=355.2mの改良工事をおこなったものである。
　工事においては、高感度水分計を使用することにより、品質測定時間を30分程度に短縮させた。また、現場用定規を
製作し、作業員の熟練度による作業時間のバラツキを解消させるなど、特に創意工夫や品質管理に優れていた。
　以上のように、品質出来ばえに優れ、特に「工事等に関し省力化等の創意工夫に努め、能力向上に顕著な成果をあ
げたもの」に該当することから、優良工事と認められたものである。

工事写真等

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

地域整備部

工　事　名 八戸環状線道路改良工事
八戸市北インター工業団地地内

評定点

主任（監理）技術者 鈴木　孝雄

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成28年3月31日～平成28年12月5日

穂積建設工業株式会社（八戸市売市三丁目２番１６号）

石亀　順大
代表取締役

点
円

優良技術者表彰

請負額

推薦理由

完成年月日

111,499,200

総括監督員

主任監督員

監督員

推薦公所

代表者

86

施工延長　L=355.2m
土質改良工　V=9,200m3
擁壁工　　　L=92.7m
排水構造物工　L=1,085.0m
防雪柵工　　L=444.9m
舗装工（下層路盤）    A=739.8m2

鈴木　繁寿
松橋　聡
嵯峨　幸雄

三八地域県民局

平成28年12月5日
概　　要

着工前

完成

高感度水分計

組立定規

安全衛生大

AED

防犯カメラ画

風速計

献血

受賞コメント
　この度、青森県県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございました。

この受賞は、担当していただいた県担当職員の皆様並びに関係各位のご

協力があってのことと、深く感謝いたしております。

　今後も当社職員一同、今回の受賞を誇りとし、当社の企業理念である

「皆様に喜んでもらえる良い仕事を」を地域の皆様に提供し続けていけるよ

う、品質・安全の向上に努めてまいります。
代表取締役

石亀 順大
監理技術者

鈴木 孝雄
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土木工事部門

監督員 奈良　祐亮
主任監督員 内海　達也

推薦理由
　本工事は、（主）八戸環状線「白山台大橋」の耐震補強を行ったものである。当該橋梁は交通量の多い橋梁であり、安全管理の徹
底が求められるが、落橋防止装置等重量物の架設時は夜間通行止めが必要となるなど、困難な現場条件であった。
　本工事では、橋脚巻立コンクリートにおいて、生コンクリートに高性能膨張材を使用すると共に、脱型後は塗布型収縮低減材を塗布
し初期ひび割れの発生を抑え、品質確保に努めた。更に、工場製作物のアンカー削孔位置精度確認向上のため、目視による測定の
ほかPhotoドラフト計測方法を用い二重にチェックを行うなどの創意工夫にも努めた。
　以上のように、特に「困難な社会的条件を克服して工事を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、優良工事と認
められたものである。

代表取締役　寺下　一之

推薦公所
三八地域県民局
三八地域整備部

総括監督員 鈴木　繁寿

工場製作工　              N=1式
上部工補強工　　          A=91.3m2
橋梁支承工　              N=8基
橋梁付属物工　            N=16基
橋脚コンクリート巻立て工  N=1式
橋脚炭素繊維シート補強工  A=663.0m2

点
完成年月日 平成29年3月24日

代表者
寺 下 建 設 株 式 会 社

概　　要

工　　期 平成28年4月1日～平成29年3月25日 評定点 85

主任（監理）技術者 新　山　　渉 優良技術者表彰

工　事　概　要 請負額 266,943,600 円

受注者名（所在地） 寺下建設㈱　（青森県八戸市長苗代字上中坪３６－１）

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

工　事　名 八戸環状線橋梁補修(白山台大橋)工事
施工箇所 八戸市大字沢里地内

完成写真

高性能収縮低減材塗布状況

Photoドラフトによる計測状況

　この度は、「県土整備部長表彰」を賜り、誠にありがとうご
ざいます。ご指導いただきました監督職員の皆様をはじめ、地
域住民の方々のご理解並びに、工事関係各位のご協力に心から
感謝と御礼を申し上げます。今後は今回の受賞を励みとし、品
質と技術力の向上を目指し、また、ＩＣＴ導入や働き方改革に
よる担い手の育成等、業界の課題に取り組み、地域社会の発展
に貢献できるよう努力して参ります。

受賞コメント

代表取締役
寺下 一之

主任技術者
新山 渉
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土木工事部門

工事写真等

監督員 黒滝　年昭

推薦理由

　本工事は、十川広域河川改修事業の附帯工事で施工した新相原頭首工が完成したため、旧相原頭首工の撤去と護
岸工事を行ったものである。施工箇所の近隣には、住宅地、保育園等が隣接していることから、騒音・振動が懸念される
など困難な施工条件であった。
　このような状況の中で、旧頭首工の取壊しの際には、事前に削岩機で削孔し割れやすくしてから大型ブレーカーを使う
など、施工方法を工夫して行った。また、定期的に騒音・振動の測定をし現状を確認するなど、細心の注意を払いながら
施工を行い、苦情等によるトラブルもなく工期内に施工を完了した。
　以上のように、施工能力が優れ、特に「困難な社会的条件を克服して工事を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該
当することから、優良工事と認められたものである。

完成年月日 平成29年3月22日
代表者

代表取締役
概　　要 施工数量　N=1.0式

河川土工　N=1.0式
法覆護岸工　A=880.5m2
護床工　N=1,589.0個
旧堰撤去工　N=1.0式
旧取水樋管撤去工　N=1.0式

齋藤　彰浩

推薦公所
西北地域県民局
地域整備部

総括監督員羽田　英明
主任監督員高田　浩行

工　事　概　要 請負額 185,922,000 円
工　　期 平成28年5月19日～平成29年3月25日 評定点 88 点

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

工　事　名 十川広域河川改修工事
施工箇所 五所川原市大字姥萢地内
受注者名（所在地） 齋勝建設㈱　（青森県五所川原市大字太刀打字早蕨９８－４）
主任（監理）技術者 渋谷　昭則 優良技術者表彰

着工前：H27.10.12 完成後：H29.5.2

工事写真等

削岩機による先行削孔 防音幕・転落防止柵・保安灯 オイルレスキューBOX騒音・振動測定

受賞コメント

　この度、県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。こ
の栄誉は、西北地域県民局地域整備部河川砂防施設課のご指導
と、地域住民の皆様のご協力の賜と心得ております。心より感謝と
御礼を申し上げます。
　弊社は、高品質、高効率の施工を目指し、品質・環境・安全のシス
テムを運用し、社員の資質向上を図っております。
　今後もこの栄誉を励みに、益々技術力の研磨に努め良質な建設
工事を通して、地域発展のために貢献いたします。

代表取締役社長

齋藤 彰浩

管理技術者

渋谷 昭則
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土木工事部門

　本工事は、主要地方道三沢十和田線古間木橋の橋梁架替のため、橋台1基を施工したものである。
　当該現場は、市道に面しており、付近には建物や庭木が存在するため、極めて狭い作業ヤード内で鋼管杭基礎及び
橋台の躯体を施工する必要があり、第三者災害の防止や近隣住民へのケアが特に重要視されたが、中掘工法による
杭打工事による飛散防止として無排土装置を採用したほか、隣接地への影響軽減を図るべく仮設鋼矢板土留を追加す
るなど、数多くの提案を行ったうえで実施し、円滑に工事を完遂した。また、建災防青森県支部及び十和田労働基準監
督署主催の「年末特別現場パトロール」において、安全管理が大変優良である旨の評価を得たほか、地域との積極的な
コミュニケーション等の地元調整が大変優良である旨も評価された。
　以上の取り組みから、特に「工事成績評定が特に優れているもの」に該当することから、優良工事として認められたも
のである。

工事写真等

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

地域整備部

工　事　名 三沢十和田線橋梁架替（古間木橋）工事
三沢市大字古間木地内

評定点

主任（監理）技術者 小栗　秀一

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成28年3月31日～平成29年3月25日

㈲中村建設　（青森県三沢市本町一丁目55-5）

中村　陽平
代表取締役

点
円

優良技術者表彰

請負額

推薦理由

完成年月日

103,723,200

総括監督員

主任監督員

監督員

推薦公所

代表者

90

施工数量　N=1.0基
逆T式橋台　  N=1.0基
鋼管杭基礎　N=15.0本
鋼矢板仮設土留　N=136.0枚
敷鉄板　A=1,709m2

田中　仁司
鈴木　孝
石澤　徹

上北地域県民局

平成29年3月21日
概　　要

【無排土装置を用いた中掘り工法】

【完成状況】

【狭い作業ヤード内での施工】

【家屋外壁清掃ボランティア】【「割れ物」一時預かりサービス】

受賞コメント

　この度は、栄誉ある県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうござ
います。これもご指導頂きました監督職員の皆様、またご協力頂き
ました関係者の皆様によるものと、心から感謝とお礼を申し上げま
す。
　この受賞を励みとし、高品質で、安全・安心なものづくりを目指し、
地域の発展に貢献できるよう、更なる技術の研鑽に励み、精進して
参りますので、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。 代表取締役

中村 陽平

主任技術者

小栗 秀一
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土木工事部門

　本工事は、県の主要幹線道路ネットワークを構成する地域高規格道路下北半島縦貫道路の吹越バイパスで実施した
盛土区間の道路改良工事である。
　本工事区間の周辺では、同時期に数社が隣接して工事しており、各社の進捗状況と調整しながら作業を進めていたこ
とから、受注者同士の密な連携と工期短縮を常に意識しつつ安全に工事を進める必要があった。
　そのような状況において本工事では、TS(ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ)を用いて盛土の締固め管理を行ったほか、UAV(ﾄﾞﾛｰﾝ)を活用
した施工管理（写真測量）を行うなど、ICT技術を活用して品質・施工性の向上を図り工期短縮を実現させた。
　また、この工事では、整備企画課主催の情報化施工技術見学会会場として協力し、県内建設業におけるICT技術普及
に大きく貢献した。
　以上のように、特に「工事等に関し新技術や新工法の活用に努め、能率向上に特に顕著な成果をあげたもの」に該当
することから、優良工事と認められたものである。

工事写真等

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

地域整備部

工　事　名 国道279号道路改良工事
横浜町大字豊栄平地内

評定点

主任（監理）技術者 田中　直人

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成28年4月1日～平成28年10月27日

田中建設工業(株)　（青森県十和田市元町西2丁目12-1）

田中　進
代表取締役社長

点
円

優良技術者表彰

請負額

推薦理由

完成年月日

78,591,600

総括監督員

主任監督員

監督員

推薦公所

代表者

87

施工延長 L=80.0m
　道路土工１式（路体盛土工（購入土）
14,360m3、法面整形工550㎡）、地盤改良工１
式（敷網工2,466.7㎡）、仮設工1式

飯豊　啓倉
工藤　正興
荻沢　壽

上北地域県民局

平成28年9月1日
概　　要

【完成】

【情報化施工の実施】

（TS締固め管理・ICT技術見学会）

【UAVの活用】

受賞コメント

　この度は、県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。
ご指導を頂きました監督職員の皆様、ご協力を頂いた関係各位の
皆様には心から感謝申し上げます。今回の受賞により工事に携
わった全ての者に活気と自信を与えて頂きました。
　これを励みとし、建設業を通し、地域社会に貢献できるよう尽力し
て参りますので、今後ともご指導・ご鞭撻の程よろしくお願い申し上
げます。 代表取締役 社長

田中 進

監理技術者

田中 直人
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土木工事部門

推薦理由

完成年月日

95,137,200

総括監督員

主任監督員

監督員

推薦公所

代表者

88

施工延長　L=86.6m
　人工リーフ　L=86.6m 工藤　正明

太田　博秋
秋田　諭

下北地域県民局

平成28年11月16日
概　　要

磯沼建設㈱　（青森県むつ市若松町２番４５号）

磯沼　睦夫
代表取締役

点
円

優良技術者表彰

請負額

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

地域整備部

工　事　名 烏沢海岸侵食対策工事
むつ市大字烏沢地内

評定点

主任（監理）技術者 田中　潔利

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成28年5月17日～平成28年11月30日

　本工事は、津軽海峡に面した烏沢海岸の沖合に人工リーフを施工するものである。
　平成28年度工事においては、同社が以前より実施していたアワビの移植、捨石洗浄といった環境保護、漁協役員会へ
の説明会、説明用チラシの配布等々の調整に加え、新たに地元中学校の職場体験学習の受け入れを行い、県工事の
より一層のイメージアップに寄与している。
　また、下北地域にも多くの被害を出した台風10号の対応においては、事前の護岸開口部への土のう設置、事後の流木
撤去作業を実施し、人家や漁具への被害を未然に防いだことで、地域住民から高く評価されている。
　以上のように、特に「災害関連・イメージアップ等で他の建設業者の模範として特に顕著な成果をあげたもの」に該当す
ることから、優良工事と認められたものである。

工事写真等

人工リーフ L=86.6m

完成写真（空中）

完成写真（水中）

職場体験学習① 職場体験学習②

台風対応（土のう設置） 台風対応（流木撤去）

受賞コメント

　この度は、栄誉ある県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にありが
とうございます。ご指導いただきました監督職員の皆様並びにご協
力を頂きました地域住民の皆様に、心より感謝申し上げます。
　この受賞を励みとし、今後も安全・安心を第一に社訓である「人の
道」を心に刻み、地域社会に貢献できるよう努力してまいりますの
で、今後ともご指導、ご鞭撻を賜わりますようお願い申し上げます。

代表取締役

磯沼 睦夫

主任技術者

田中 潔利
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土木工事部門

推薦理由

完成年月日

51,278,400

総括監督員

主任監督員

監　督　員

推薦公所

代表者

80

施工面積　A=701.90㎡
道路土工　　  N=1.0式
法面工（吹付枠）　A=701.90㎡
排水構造物工　　N=1式

　　横山　正起
　　對馬　永一
　　川村　明生

　　下北地域県民局

平成29年3月24日
概　　要

野崎建設工業株式会社　（下北郡大間町大字奥戸字向町80-2）

　　野崎　徳子
　　代表取締役

点
円

優良技術者表彰

請負額

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

　　地域整備部

工　事　名 薬研佐井線道路改良（落石防護）工事
下北郡佐井村大字佐井地内

評定点

主任（監理）技術者 後藤　卓也

工　　期

施工箇所
受注者名（所在地）

工　事　概　要
平成28年10月7日～平成29年3月25日

　本工事は、一般県道薬研佐井線において、法面掘削及び法枠設置による法面工を施工したものである。
　法面掘削に際し、硬岩が広範囲に渡って分布していたが、施工箇所は法長が最大約18ｍあることから、高所の硬岩掘
削はNETIS登録技術である無人高所法面掘削機(RCM-06)を使用し、安全性を向上させながら効率的な施工を進めた。
　また、現場は山間部で道路幅員が狭いうえ、隣接地でも工事が行われていたことから、発生土の仮置場を設けて隣接
工事と工程調整を行うなどの工夫をした。
　以上のように、特に「工事等に関し新技術や新工法の活用に努め、能率向上に特に顕著な成果をあげたもの」に該当
することから、優良工事と認められたものである。

工事写真等
最
長
法
長
約
１
８
ｍ

0

0 (F工区)

(As)
側溝天端 EL=54.059

5.3

22.2

1:0.8

1
:
0
.
3

2.5m

3.5m

4.0m

5.0
m

6.0m

6.5m

7.0m

7.0m

7.0m

CL 軟岩(風化岩
)

1.4～1.5(km/s)

落石対策
（コンクリート方塊）

アンカーワイヤー

ＲＣＭ－０６
（高所法面掘削機）

ＢＨ０．７ｍ３

川

最長法長L=18m

無人高所法面掘削機

川
道路部

←

法面上部へ

の昇降階段

→

アンカー

引張強度

試験の状況

←

法面の

湧水対策

（暗渠管

設置）

受賞コメント

　この度は、名誉ある賞を頂きまして誠にありがとうございます。ま
た、今回の工事でご指導賜りました、監督員を始めとする関係各位
に対して心より感謝申し上げます。本工事は狭隘箇所のうえ、法長
が最大で約18ｍあるなど施工条件が厳しい中、NETIS登録技術を取
り入れる等により様々な課題を克服し、無事故無災害で完成するこ
とが出来ました。今後も様々な難工事があると思われますが、社長
以下全社員の英知を結集して更なる品質、技術、安全の向上を目
指して邁進していきたいと思います。

代表取締役

野崎 徳子

主任技術者

後藤 卓也
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建築工事部門

（主任技術者）　飯田　春輔、奥崎　直輝
工　事　概　要 請負額 1,296,000,000 円

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

工　事　名 県営住宅小柳団地2号棟建設工事
施工箇所 青森市小柳４丁目　地内
受注者名（所在地） 北斗・倉橋・山口特定建設工事共同企業体　（北斗：青森市石江岡部７６ １　倉橋：青森市勝田２－２－１７　山口：青森市浪館前田１－１２－２８）

主任（監理）技術者 （監理技術者）　内村　誠也 優良技術者表彰
優良技術者表彰

完成年月日 平成29年3月20日
代表者

北斗建設株式会社
概　　要

工　　期 平成27年10月14日～平成29年3月20日 評定点 83 点

髙久　洋介

推薦理由

　本工事は、老朽化に伴う県営住宅の建替事業である。
　工事場所は多くの住棟の立ち並ぶ公営住宅の敷地の一角にあり、小学校に接している場所にあることから、付近住民
や小学生等の安全確保が最優先とする必要があったため、通勤通学時間帯に配慮をしながら施工した。また、周辺の
除雪や清掃活動を実施したほか、県庁技術職員等の各見学会に積極的に対応した。
　以上のように、品質出来栄えが優れ、特に「工事の安全管理への取り組みに特に顕著な成果をあげたもの」に該当す
ることから、優良工事と認められたものである。

工事写真等

新築工事　一式
　2号棟
　　RC造　7階建　延べ面積6,545.69㎡
　屋根付き通路
　　RC造　平家建　延べ面積73.74㎡

代表取締役　平川　五十吉

推薦公所
東青地域県民局
地域整備部

総括監督員黒澤　晋一
主任監督員中村　健
監督員

北側外観写

東側外観写真

受賞コメント

　この度青森県土整備部優良工事表彰を賜り、ご指導ご協力を頂
いた関係各位の皆様に共同企業体を代表して心から感謝と御礼を
申しあげます。誠に有難う御座いました。　　　この工事は児童及び
地域の皆さんの安全を第一目標に立て工事を進行しました。また、
仮囲いには小柳小学校の生徒さんの絵を掲示するなど発注者、工
事関係者そして地域の皆さんが一体となって取り組んだ結果、事故
もなく工事を終了する事が出来ました。本当に有難う御座いました。
これからも私たち建設業者は受賞を励みに地域発展のため、どん
な仕事に対しても心を込めて取り組んでいきますので関係各位の皆
様には今まで以上のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

代
表
取
締
役

平
川

五
十
吉

監
理
技
術
者

内
村

誠
也

代
表
取
締
役

倉
橋

純
造

主
任
技
術
者

飯
田

春
輔

代
表
取
締
役

山
口

勝

主
任
技
術
者

奥
崎

直
輝

北
斗
建
設
（株
）

倉
橋
建
設
（株
）

（株
）山
口
建
設
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建築工事部門

主任（監理）技術者 （監理技術者）加藤　禎幸
　　　　　　　　　　　　 　（主任技術者）森崎　栄克、立本　純路

地域整備部

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

工　事　名 青森県原子力人材育成・研究開発拠点施設（仮称）新築強電設備工事
施工箇所 上北郡六ヶ所村大字尾駮字表舘地内
受注者名（所在地） 京谷・溝口・和井田特定建設工事共同企業体（㈱京谷電気：八戸市北白山台２－８－２３、㈱溝口電気：八戸市江陽５－４－２８、和井田電業㈱：八戸市石堂１－１－２５）

優良技術者表彰

工　事　概　要 請負額 366,180,480 円
優良技術者表彰

完成年月日 平成29年3月20日
代表者

（㈱京谷電気）代表取締役社長　髙橋　誠
概　　要

工　　期 平成27年12月26日～平成29年3月20日 評定点 85 点

内村　伸一郎

推薦理由

　本工事は、原子力に関する人材の育成及び研究開発の拠点となる施設（研修・研究・機械電気・ＲＩ棟の４棟）の強電
設備工事である。
　研究棟及びＲＩ棟については、特殊な用途の建築物であるため関係機関及び他工事との調整を速やかに実施し、ま
た、施工途中での仕様変更等に速やかに対応し事故もなく工事を完了させた。
　以上のように、品質出来栄えが優れ、特に「工事成績評定が特に優れているもの」に該当することから、優良工事と認
められたものである。

工事写真等

電力設備工事  一式
受変電設備工事  一式
発電設備工事  一式

（㈱溝口電気）代表取締役　溝口　秀秋

東青地域県民局
推薦公所

（和井田電業㈱）代表取締役　和井田　千代子

総括監督員黒澤　晋一
主任監督員柿崎　英明
監督員

全景写真

発電機試験調整

安全衛生協議草刈清掃活

盤類動作確認

　この度は、県土整備部長表彰を賜り誠にありがとうご
ざいます。受賞にあたり、工事のご指導を賜りました監
督職員の皆様、ご協力を頂きました関係者の皆様、そし
て地域の皆様には心より感謝を申し上げます。
　この賞を励みとし、県民の皆様の生活と経済や産業
活動を支える電気設備工事に携わる者としての「使命」
と「誇り」を持ち、「技術と心ある仕事によって、お客様か
ら信頼と満足を頂ける企業」を目指します。
　そして、安全・安心で良質な電気設備工事を通じて社
会に貢献して参りますので、今後とも何卒ご指導・ご鞭
撻賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

受賞コメント

主
任
技
術
者

立
本

純
路

(

株)

京
谷
電
気

(

株)

溝
口
電
気

和
井
田
電
業(

株)

代
表
取
締
役

溝
口

秀
秋

代
表
取
締
役

和
井
田

千
代
子

主
任
技
術
者

森
崎

栄
克

監
理
技
術
者

加
藤

禎
幸

代
表
取
締
役
社
長

髙
橋

誠
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建築工事部門

（主任技術者）　岩脇　義朗

外壁改修工事 一式
屋上防水改修工事 一式
建具改修工事 一式
内部改修工事 一式
ＥＶ棟増築工事 一式

工事写真等

　本工事は、普通高校であった旧八戸南高校を八戸高等養護学校へ転用するための改修工事である。
既存の建物はほぼスケルトン状態とした上で、内装工事を行い、外部は外断熱工法により、建物の断熱性能を上げて
いる。
　そのため、仕上げや下地の多くを既存躯体に合わせなければならず、更に一般の高校から養護学校と用途の異なる
ものへの改修工事であることから、非常に手間のかかる工事であった。
　以上のように、品質出来栄えが優れ、特に現場周辺の除雪や清掃活動を行ったことから「イメージアップ等で他の建設
業者の模範として特に顕著な成果をあげたもの」に該当し、優良工事と認められたものである。

主任監督員中村　健
監督員 髙久　洋介

推薦理由

推薦公所
東青地域県民局
地域整備部

総括監督員黒澤　晋一

工　　期 平成27年10月14日～平成28年8月31日 評定点 82 点
完成年月日 平成28年8月31日

代表者
穂積建設工業株式会社

概　　要 代表取締役　石亀　順大

工　事　概　要 請負額 523,584,000 円

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

工　事　名 青森県立八戸高等養護学校（仮称）校舎棟改修工事
施工箇所 八戸市大字鮫町字小舟渡平　地内
受注者名（所在地） 穂積・石上特定建設工事共同企業体　（穂積：八戸市売市３－２－１６　石上：八戸市類家４－２－２６
主任（監理）技術者 （監理技術者）　作田　憲哉 優良技術者表彰

優良技術者表彰

正面玄関廻り

2Fホール内観写真

受賞コメント
　この度は、県土整備部長表彰を賜りまして誠にありがとうございます。

ご指導いただきました監督職員の皆様並びに近隣住民含め関係各位の

皆様には心から感謝とお礼を申し上げます。

　この受賞を励みとし、地域社会の発展に貢献できるよう技術の研鑽に

努めてまいります。

　今後ともご指導、ご鞭撻賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

代
表
取
締
役

石
亀

順
大

代
表
取
締
役

岩
渕

仁

主
任
技
術
者

岩
脇

義
朗

監
理
技
術
者

作
田

憲
哉

穂
積
建
設
工
業
（株
）

（株
）石
上
建
設
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建築工事部門

推薦理由

　本工事は、既存校舎の教室不足を解消するための増築工事である。
　狭隘かつ高低差のある土地での工事であり、更に既存校舎を使用しながらの工事であることから、児童生徒に対する
安全を最優先とする必要があった。
　以上のように、品質出来栄えが優れ、特に特に現場周辺の除雪や清掃活動を行ったことから「イメージアップ等で他の
建設業者の模範として特に顕著な成果をあげたもの」に該当し、優良工事と認められたものである。

工事写真等

完成年月日 平成29年3月20日
代表者

代表取締役
概　　要

増築工事　一式
　増築棟
　　RC造　３階建　延べ面積1,473.61㎡

南　直之進

推薦公所
東青地域県民局
地域整備部

総括監督員黒澤　晋一
主任監督員中村　健
監督員 髙久　洋介

工　事　概　要 請負額 391,488,120 円
工　　期 平成28年6月17日～平成29年3月20日 評定点 80 点

県土整備部長表彰

平成２９年度　青森県県土整備部優良工事表彰（公表）

工　事　名 弘前第一養護学校校舎増築工事
施工箇所 弘前市大字中別所字平山地内
受注者名（所在地） ㈱南建設　（青森県弘前市堅田１－１－４）
監理技術者 小山内　昭広 優良技術者表彰

北側外観写

一般教室内観写真

　この度、栄誉ある県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。本工事に
おいて、ご指導いただきました監督職員の皆様、ご協力をいただいた関係各位に
は深く感謝と御礼を申し上げます。
　本工事は、狭隘かつ段差がある使用中の既存校舎の増築ということでの安全
面、また冬季に向けての仕上げとなる為の品質確保など困難が予想されました
が、学校の理解と協力のもと無事故無災害で工事を完了することができました。
　今後も当社の企業理念であります「仕事に対する情熱と、これまでに蓄積した技
術を礎に、新たな発想と技術を持って、人と自然にやさしい街づくりを考え、快適で
豊かな地域社会の実現に寄与する」ために社員一丸となって、一層の研鑽と努力
を重ねて参りますので、ご指導賜りますようお願い申し上げます。

受賞コメント

代表取締役

南 直之進

監理技術者

小山内 昭広
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